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平成25年３月期第２四半期業績予想値の差異及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 
当社は平成24年６月７日に公表いたしました、連結業績予想を下記のとおり修正いたしますのでお知らせ

いたします。 
 
記 

 
１．業績予想の修正について 
平成25年３月期第２四半期連結累計期間業績予想値と実績値との差異（平成24年4月1日～平成24年9月30日） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期 
純利益 

1株当たり
四半期純利益

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 
（平成24年６月７日発表） 

3,800 0 △100 0 ０円00銭 

実 績 値 （Ｂ） 2,837 △302 △798 △857 △８円21銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △963 △302 △698 △857 －円－銭 

増 減 率  （％） △25.3％ － － － － 

（ご参考）前第２四半期連結累計実績 
前期実績（平成24年3月期第２四半期） 2,998 △89 △373 △372 △４円37銭 

 
平成25年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成24年4月1日～平成25年3月31日）  

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり
当期純利益

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 
（平成24年６月７日発表） 

8,000 400 100 200 1円89銭 

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 6,250 425 160 100 0円95銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △1,750 25 60 △100 －円－銭 

増 減 率  （％） △21.9％ 6.3％ 60.0％ △50.0％ － 

（ご参考） 
前期実績 （平成24年3月期）

5,890 △254 △787 △1,443 △16円92銭 

 （金額の単位：百万円） 

２．差異及び修正の理由  
第２四半期連結累計期間業績予想値と実績値との差異の主な理由としては次のとおりです。 

 売上高の差異は、不動産事業の業務委託売上等の未達と、ホテル事業の開業予定の遅延によるものです。差

異の内訳は、不動産事業が約750百万円、ホテル事業が約200百万円です。 
 営業利益の差異は、不動産事業の業務委託売上等の未達によるものです。 
 経常利益の差異は、営業利益差異の他に、貸倒引当金325百万円の繰入れ等によるものです。 
 四半期純利益の差異は、経常利益差異の他に、固定資産売却損138百万円の発生等によるものです。 
以上のとおり販売計画等に差異が生じたため、通期連結業績予想を修正いたします。 
売上高につきましては、当期中の開業を目指して調整してまいりました、バリュー・ザ・ホテル三本木、バ

リュー・ザ・ホテル矢本の開業が、本日公表いたしました『東日本大震災復興支援第２号ファンド始動に関す

るお知らせ』のとおり、次期の開業となりました。また、他にも当期中の開業を予算化しておりました４棟を
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次期の開業とし、当期予算から除外いたしました。 
営業利益につきしては、ホテル事業の売上の除外により不足する 41 百万円を、間接部門の経費圧縮による

75 百万円と、不動産事業の第２四半期までの計画の未達を通期中に解消する方針により確保してまいります。

また、貸倒引当金の回収による営業外利益の確保、固定資産の売却等による特別利益の確保、等の方針により

当期純利益を確保してまいります。 
復興事業従事者向けの中長期滞在型宿泊施設『バリュー・ザ・ホテル』事業は、当社の当初計画より６ヶ月

ほど後倒しとなっておりますものの、着実に前進しております。本事業を引き続き積極的に推進していきなが

ら、資産保有型で不動産販売の依存度の高い経営から、ホテルマネジメントを柱とするフィービジネスへの、

事業モデルの転換を図ってまいります。今後は関係各位のご期待に添えるよう努力してまいりますので、引き

続き当社事業に対するご理解とご支援の程、お願い申し上げます。 
  

(注) 本資料に掲載されている業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、さま

ざまな不確定要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想と異なる場合がございます。 

以 上 


